
 

津島市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定 

第３回神島田小学区懇談会 開催報告 

 

■テーマ：「神島田小学校区における地区懇談会の成果と計画（案）を確認し 

今後の地域福祉活動について話し合おう」 

■日 時：平成 28 年２月 22 日（月）10：00～11：30  ■場 所：神島田コミュニティセンター 

■参加者：計 20 名（参加者 14 名、事務局６名） 
 
【開会、趣旨説明】 

事務局の福祉課より、本日の会議の

趣旨や検討テーマ、スケジュールにつ

いて確認しました。 

今回は、新たに策定した「第２期津

島市地域福祉計画・第３期津島市地域

福祉活動計画」の概要を報告するとと

もに、神島田小学校区の「地区懇談会」

の開催結果について説明しました。 

続いて、平成28年度からの地域福

祉活動の進め方と、そのために地区懇

談会を継続することやコミュニティ

推進協議会における体制づくりにつ

いて意見交換することを説明しまし

た。 

【「津島市地域福祉計画・津島市地域福祉活動計画」の概要説明】 

「第２期津島市地域福祉計画・第３期津島市地域福祉活動計画」の、基本理念、基本目標と基本施策、

重点的な取組み、計画の推進方法について、概要を説明しました。 

また、計画書の参考資料として添付する「地区懇談会結果概要」を説明しました。 

これに基づき、神島田小学校区における地域福祉課題を解決するための取組みアイデアを振り返って、

今後の活動や体制づくりなどについて意見交換を行いました。 

 

【今後の福祉活動のあり方や、体制づくり、地区懇談会の継続について】 

今後の福祉活動については、この小学校区で特に重点的に進めるべきことについて意見を交換しまし

た。体制づくりについては、地区社会福祉協議会の設立を目指すことについて、また、そのための土壌

づくりとしてコミュニティ推進協議会において福祉部会を設置することに加え、平成27年度に３回開

催した地区懇談会を今後も続けることについて話し合いました。あわせて、平成28年度に開催を目指

す第1回の地区懇談会の時期についても検討しました。 

意見交換の結果は、裏面のとおりです。 

  

新たな「地域福祉計画・地域福祉活動計画」を確認し 今後の活動を展望 



 

 

 

今後、取り組むべき福祉活動について 

・高齢者が元気に活躍できる環境づくりの一つとして、老人クラブが地域で果たす役割が大きく 

なっている。ゴミ拾い、草とり、どんぐり広場の管理なども担っている。PRが重要。 

・健康づくり、介護予防にも効果大なので、活動の魅力アップ、老人クラブの運営の見直し、新し

い役員や会員の確保による活性化が必要。 

・リタイア後も働き続けるシニアが増加している。 

・老老介護の時代、シニアの支え合いが不可欠。 

・“役員やりたくない”という人が多い。老人クラブだけの問題とせず、地域ぐるみでシニアが活

躍できる地域づくりを検討すべき。 

・活動が難しくなったら会費の負担も見直すなどの配慮が求められる。高齢とともに会費を見直し

ている地区もある。 

・高齢者への個別の声かけが大切 。 

・子ども会と老人クラブの交流をもっと活発にしたい！   

・小地域単位での包括的福祉医療 を進めていくことが求められる。 

地域福祉活動を進めるための体制づくりについて 

・神島田サポートに保護者の参加が少ない（経済的事情も・・・）。新しい担い手が必要。 

校内の活動を中心に負担減も必要。 

・『子育て世代との対話・参加』が必要。 

・登下校の見守り通じて、低学年からの世代間の交流が進んでいる 。 

・校区内にあるお寺（数か所）では、ラジオ体操後にお経を教えてもらってる。 

地区懇談会の開催について 

・囲戸端会議的に、地域・社会福祉協議会・市が協力して実施したい。 

・様々な部会が引き続き福祉的な配慮をしながら『福祉健康部会』が中心となって、 

テーマを決めながら話し合いを進めよう。 

・『福祉健康部会』とは別に、地区懇談会は幅広いメンバーで別途行うべき！ 

・28年度も、まずは本日のメンバーが中心となって集まってスタートしよう。 

・「人材豊富な老人クラブの加入促進＆活動の活性化！」や「子ども会との交流」など、 

具体的なテーマを決めて話し合いたい。 

・若い世代を交えた話し合いが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【問合せ】津島市 健康福祉部 福祉課（担当：河東）  電話：0567-24-1111（内線2131） FAX：0567-24-1138 

【第３回地区懇談会でのご意見・ご感想（アンケート結果より）】 

・各種の説明において福祉計画策定がよく分かり話し合いが出来た。新年度からはもっと 

積極的に「何が出来るか」「何が出来ないか」考えていきたいと思っている 

・いろいろな問題点等が良くわかった。高齢者に関する意見が多かった。 

・みなさんの貴重な意見を聞くことができ前向きに進めていくことが出来るように思う。 

・今までの地区懇談会での意見をうまくまとめてあり、分かりやすく説明もいただけてと

ても良かった。考えるきっかけをいただけたと思う。 

・いろいろな世代の話が聞けて良かった。残念なのは 20 代、30 代、40 代がいないこと。 

・丁寧に意見を吸い上げまとめてくださり、とても分かりやすかった。 

・老人クラブの実状が分かった。地域のことがよく分かった。 

・有意義な会議であった。話が弾んで楽しかった。本音で話し合えた。 

今後の福祉活動のあり方や、それを進めるための体制づくり、地区懇談会の継続 


